
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上の図は連携パスの流れです。 

病 院 リハビリ（病院）

脳卒中に必要な
救急治療を行います

専門リハビリを行い
体の回復を目指します

後遺症と向き合いながら
自宅を目指します

かかりつけ医や在宅支援サービスと協力しながら、
住み慣れた家で安心して暮らしましょう。

ご本人・ご家族と医療福祉関係者が一丸となって病気に立ち向かい、
地域として支えていく脳卒中留萌地域連携パスを推し進めています。

療養するための施設

脳卒中になってからお家に帰るまで

 
このパス様式が、 

患者様と一緒に 

各施設へ連携されます 

脳卒中の危険サイン!! 

３．言葉がもつれる

２．腕が下がる

１．顔がゆがむ

「留萌のヒラメが大漁だ！」

両腕を同時に前へ上げる

鏡を見ながらニッコリ

ひとつでも当てはまれば、危険サインかもしれません。

すぐに１１９番！！

急性期 回復期 維持期 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


